
徳島県 農林水産部 林業戦略課
森林企画担当 小笠原 光生

森林境界明確化・施業集約化セミナー



森林管理形態別面積

公有林約4万千ha(13％)公有林約4万千ha(13％)

私有林約25万ha（81％）私有林約25万ha（81％）

国有林約２万ha(6%)国有林約２万ha(6%)

スギ人工林率１位スギ人工林率１位

民有林の
スギ・ヒノキ人工林面積
約１７万ha（57％）

民有林の
スギ・ヒノキ人工林面積
約１７万ha（57％）
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民有林スギ・ヒノキ人工林の齢級別蓄積量

スギ ヒノキ

１０～１２齢級がピーク
全体の５０％

（約４８百万m3）

１０～１２齢級がピーク
全体の５０％

（約４８百万m3）

標準伐期齢以上が８５％
（約６９百万m3）

標準伐期齢以上が８５％
（約６９百万m3）



製材用原木約１８９千ｍ３（Ｈ２８）製材用原木約１８９千ｍ３（Ｈ２８）

合板用原木約１６４千ｍ３（Ｈ２８）合板用原木約１６４千ｍ３（Ｈ２８）



チップ用原木約１２８千ｍ３（Ｈ２８）チップ用原木約１２８千ｍ３（Ｈ２８）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｓ
43

Ｓ
48

Ｓ
53

Ｓ
58

Ｓ
63

Ｈ
５

Ｈ
１
０

Ｈ
１
６

Ｈ
１
７

Ｈ
１
８

Ｈ
１
９

Ｈ
２
０

Ｈ
２
１

Ｈ
２
２

Ｈ
２
３

Ｈ
２
４

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

Ｈ
２
８

国産材（県産） 国産材（移入） 外 材

平成１６年度
国産材需要量
約２６１千ｍ３

平成２８年度
国産材需要量
約４８５千ｍ３
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国産材（県産） 国産材（移入） 外 材

国産材需要の
約３割を県外
移入に頼って

いる

国産材需要の
約３割を県外
移入に頼って

いる
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木材生産量の推移千m3

平成１６年度
約１７４千ｍ３

平成２８年度
約３５３千ｍ３
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木材生産量の推移千m3

県内大手合板工場が
国産材へシフト ・「新間伐システム」導入

県下一円に３点セット導入・オペレータ育成
（スイングヤーダ・プロセッサ・フォワーダ）

・合板原木（Ｂ材）の流通加工体制整備
徳島すぎ合板原木出荷協議会
流通・加工基盤整備

林業再生プロジェクト（H17~H18 ）
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木材生産量の推移千m3

県内大手ＭＤＦ
工場が県産すぎ
へシフト

・「新間伐システム」の更なる推進
３点セット導入・オペレータ育成

・建設業からの林業参入支援
・チップ用材の流通加工体制整備

流通・加工基盤整備
製材端材や未利用材の活用促進
（根元から梢まで）

林業飛躍プロジェクト（H19~H22 ）
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木材生産量の推移千m3

大手製材工場の
誘致・稼働開始

・１０年後に県産材生産・消費量「倍増」
間伐に加え、主伐にも対応した
「新林業生産システム」導入・オペレータ育成

・大型工場の誘致・本格稼働
流通・加工基盤整備

・徳島県県産材利用促進条例（全国初）
・産学民間連携による「木材利用創造センター」

次世代林業プロジェクト（H23~H26 ）
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木材生産量の推移千m3

新次元林業プロジェクト（H27~H36 ）



森林ＧＩＳを活用し、集約化促進
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森林境界明確化実施面積の推移ｈａ

私有林の５％程度
しか進んでいない
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57,086 62,918
67,745

77,167
86,454

私有林の34％程度
しか進んでいない

【森林境界明確化作業工程】
情報収集
・登記簿、公図・・法務局
・森林簿、計画図・・県
・管理者情報・・・市町村

一元化

県下全域で森林境界明確化の省力化
森林境界明確化面積の拡大





小字単位で接合



対象字Ａ

対象字Ｂ

対象字Ｃ

対象字Ｄ

大字単位で接合

座標を持った字切り図
に公図を配置



境界測量データを
優先的に配置

道・水・地形の変化点
の変換基準点設定



道・水・地形の変化点
の変換基準点設定
変換基準点を基に展開
空白地を完全接合







森林境界「完全」明確化事業実施状況






	index-21
	index-9

